
　社団法人日本テニス事業協会が設立１０周年を迎えられましたことを心からお慶
び申し上げます。
　我が国に於ける最初のテニスクラブは、硬式テニスが明治時代の初めに来日した
欧米人によってもたらされた後、明治８年（１８７５年）に横浜に開設されたレデ
ィース・クリケット・アンド・テニス・コミュニティーであると聞き及んでおりま
す。その後は神戸・東京・大阪にテニスクラブが開設されましたが、殆どが外国人
の憩いの場であり、ごく一部の日本人が外国人との交流を楽しむ場であったようで
す。その後、当時の皇太子殿下ご成婚によるテニスブーム、高度成長期のレジャー
ブームなどにより、ある一部の方々のスポーツと言われていたテニスが、急激な勢
いで広く一般に普及していくこととなりました。その原動力となったのは紛れもな
く昭和４０年代後半から始まった、民間テニス施設の開設だと確信しております。

５０年代になり一層増加した個人経営テニスクラブ・テニススクールは、「テニス」を非常に身近なスポー
ツとして普及させ、国民生活に浸透させる大きな功績を果たしたと思っております。
　その民間テニスクラブ・スクール経営者の方々が設立されました「社団法人日本テニス事業協会」は、各
地で発足したテニスクラブ連盟を取りまとめ、テニスビジネスに関わる様々な事業を初年度から精力的に展
開され、各地に支部を作られるなどして拡大を図るなど、役員の皆様方には本当に駆け足の１０年であった
のではないかと思っております。
　近年、民間テニス施設の閉鎖が社会的現象にもなっているようですが、一般愛好者のスポーツ活動の場、
同好の方々による交流の場、競技テニスの腕を磨く場などとして大変多くの方々がテニスクラブ・スクール
をご利用されておりますので、正念場と捉えて一致協力して取り組んでいただきいと、私も一人のテニス愛
好者として願っております。
　これからも、是非とも研修事業や啓発活動などを一層積極的に展開され、社団法人日本テニス事業協会が
民間スポーツ施設団体の牽引役としてご活躍されますことを心からお祈りして、設立１０周年のご挨拶とさ
せていただきます。
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　社団法人日本テニス事業協会さんが、設立１０周年を迎えられたことは、誠に喜
ばしく、あわせてJTIA News !１０周年記念号を発行されますことを心よりお祝い
申し上げます。また、設立時より今日まで、輝かしい発展の礎を築いてこられまし
た、関係各位に対しまして深く敬意を表します。
　貴協会は設立以来、テニス産業発展のため「テニス産業セミナーの開催」 「管
理者指導者、コーチ研修会」 「TOPGUN  PROJECT研修会」 「テニス事業者によ
る地域青少年育成支援への取り組みに関する調査などテニス産業に係わる各種調査
研究」 「テニスの日制定とイベントの開催」 「車いす大会」 「日本テニスチーム
大会」 「JTIAクラブネット」 「ホームクラブ制度」など大変すばらしい成果を上
げてこられましたが、私どもスポーツ産業団体連合会と特に関連が深いのは税制問
題であります。

　貴協会が中心となって私ども連合会内にスポーツ施設提供事業者の協会関係者が集まって「税制研究委員
会」を平成１３年度に発足させ、国民の健康増進に不可欠であるスポーツ振興の最大のネックはスポーツを
する場を提供する事業者にとっての固定資産税、相続税に代表される「税制問題」であるとの結論に達しま
した。税負担の軽減がなければ、首都圏におけるスポーツ施設は衰退してしまうとの危機意識を共有し、税
制改正および優遇処置の要望を展開することと致しました。
　平成１４年度はその第１歩として、基礎データーを完備するため雑賀会長を委員長として「スポーツ施設
経営に関する調査」を実施することとし、アンケート調査を行い現在レポートを作成中であります。今後、
この調査をもとに貴協会と手を携えて要望していきたいと考えています。
　ここに改めて、１０年の足跡を顧みて日本テニス事業協会さんの発展をお慶びするとともに、２１世紀の
スポーツ業界において貴協会の担う役割は今まで以上に大きいものであると考えています。貴協会の更なる
ご発展とご隆盛を祈念致します。
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